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防
火・防
災
教
育
を
実
施
し
ま
し
ょ
う

　
消
防
法
で
は
、
一
定
規
模
以
上
の
建
物
に

対
し
て
防
火
管
理
者
を
選
任
し
、
い
ざ
火
災

や
地
震
な
ど
の
災
害
が
起
こ
っ
た
と
き
に
関

係
者
が
自
主
的
に
消
火・通
報・避
難
を
迅
速

に
行
う
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
管
理
す
る
こ

祝日、休日の受付・相談はありません。
ただし、生活不安や仕事の相談は日曜
日も実施する場合があります。

女性のための悩み相談
（１人５０分・先着３人）
毎月第１～第４火曜日１３：００～１６：００
予人権室に電話で
人権相談
▽毎週月・水・金曜日９：００～１２：００
▽毎週木曜日１３：００～１６：００
場�上記いずれも市役所５階相談室５０７
備当日直接
人権電話相談
毎月第２・4金曜日１７：００～２０：００
（１人３０分）
問人権室
℡０６－６９９２－１５１２

生活不安や仕事の相談
▽平日９：００～１７：３０
▽毎月第2・4日曜日9：００～１3：0０
場�市役所6階くらしサポートセンター
守口
０８００－２００－８０１１

介護保険について
▽�介護保険サービスなどに関する苦情
相談（弁護士）

時�第２水曜日１５：３０～１７：３０
　（１時間以内）
場�市役所１階市民相談室１０１
予前日までに
問くすのき広域連合
℡０６－６９９５－１５１６
問同連合守口支所（高齢介護課内）
℡０６－６９９２－２１８０

市民相談（4月分） 国
民
年
金
保
険
料
の
引
き
上
げ

　
令
和
３
年
度
分
の
定
額
保
険
料
は
、
前
年

度
よ
り
７０
円
引
き
上
げ
ら
れ
て
、
月
額
１
万

６
千
６
１
０
円
に
な
り
ま
す
。

　
な
お
、
付
加
保
険
料
は
従
来
ど
お
り
月
額

４
０
０
円
で
す
。

国
民
年
金
保
険
料
免
除・納
付
猶
予　

　
国
民
年
金
制
度
は
、
２０
歳
～
６０
歳
ま
で
の

４０
年
間
加
入
し
、
保
険
料
を
納
付
す
る
こ
と

が
必
要
で
す
が
、
所
得
の
減
少
や
離
職
な
ど

で
経
済
的
に
納
付
が
困
難
な
場
合
、
保
険
料

の「
免
除・
納
付
猶
予
制
度
」を
利
用
し
て
く

だ
さ
い
。

　
保
険
料
の
免
除
に
は
、「
全
額
免
除
」「
４
分

還
付
金
詐
欺
に
注
意

　

保
険
課
職
員
を
名
乗
る
者
か
ら「
還
付
金

が
発
生
し
て
い
る
」と
電
話
が
あ
り
、
コ
ン

ビ
ニ
な
ど
の
自
動
現
金
預
払
機（
Ａ
Ｔ
Ｍ
）に

誘
導
し
、
預
金
を
引
き
出
そ
う
と
す
る
詐
欺

に
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

　
市
で
は
、
還
付
金
な
ど
の
手
続
き
で
、
市

民
の
皆
さ
ん
に
電
話
で
自
動
現
金
預
払
機

（
Ａ
Ｔ
Ｍ
）の
操
作
を
お
願
い
す
る
こ
と
は
絶

対
に
あ
り
ま
せ
ん
。

　
こ
う
い
っ
た
不
審
な
電
話
が
あ
っ
た
場
合

は
、
絶
対
に
手
続
き
に
応
じ
な
い
よ
う
お
願

い
し
ま
す
。

問
保
険
課

℡�

０
６
・
６
９
９
２
・
１
５
４
５

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の

�

人
間
ド
ッ
ク
受
診
費
用
助
成

　
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の
被
保
険
者
が
人

間
ド
ッ
ク
を
受
診
し
た
場
合
、
２
万
６
千
円

を
上
限
に
、
受
診
費
用
を
助
成
し
ま
す（
年

度
内
１
回
）。

対�

４
月
１
日
～
翌
年
３
月
３１
日
に
人
間
ド
ッ

ク
を
受
診
し
た
人

持�

被
保
険
者
証
、
振
込
先
の
口
座
情
報
が
わ

か
る
も
の
、
領
収
書
の
コ
ピ
ー
、
検
査
結

果
通
知
書
の
コ
ピ
ー

場�・
問
保
険
課

℡�

０
６
・
６
９
９
２
・
１
５
４
５

問�

大
阪
府
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
・
給

付
課

℡�

０
６
・
４
７
９
０
・
２
０
３
１

納
付
は
お
済
み
で
す
か

～
保
険
料
を
滞
納
し
て
い
る
人
へ
～

　

現
在
、
国
民
健
康
保
険
料・
後
期
高
齢
者

医
療
保
険
料
を
納
期
限
ま
で
に
納
付
し
て
い

る
人
と
の
公
平
性・
公
正
性
を
保
つ
た
め
、

法
令
に
基
づ
き
差
押
処
分
を
よ
り
一
層
強
化

し
て
い
ま
す
。

　
早
め
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

問�

保
険
収
納
課

℡�

０
６
・
６
９
９
２
・
１
５
３
７
～
１
５
３

８

の
３
免
除
」「
半
額
免
除
」「
４
分
の
１
免
除
」

が
あ
り
、
５０
歳
未
満
の
人
に
つ
い
て
は
、
納

付
が
猶
予
さ
れ
る「
納
付
猶
予
制
度
」が
あ
り

ま
す
。

　

免
除・
納
付
猶
予
申
請
は
、
申
請
月
か
ら

２
年
１
カ
月
前
の
月
分
ま
で
さ
か
の
ぼ
っ
て

申
請
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

▽�

免
除
は
、
申
請
期
間
に
対
応
す
る
本
人
、

配
偶
者
お
よ
び
世
帯
主
の
前
年
所
得
に
基

づ
き
ま
す
。
ま
た
、
納
付
猶
予
は
申
請
期

間
に
対
応
す
る
本
人
お
よ
び
配
偶
者
の
前

年
所
得
に
基
づ
き
ま
す
。
審
査
は
日
本
年

金
機
構
で
行
い
ま
す
が
、
承
認
さ
れ
な
い

場
合
が
あ
り
ま
す
。

▽�
本
人
、
配
偶
者
お
よ
び
世
帯
主
が
離
職
な

ど
に
該
当
す
る
場
合
は
、「
雇
用
保
険
受
給

資
格
者
証
」ま
た
は「
離
職
票
」な
ど
の
写

し
を
添
付
し
て
く
だ
さ
い
。

▽�

一
部
免
除
が
認
め
ら
れ
て
も
残
り
の
保
険

料
を
納
め
忘
れ
る
と
未
納
扱
い
に
な
り
、

年
金
受
給
資
格
期
間
に
は
算
入
さ
れ
ま
せ

ん
。
一
部
免
除
が
認
め
ら
れ
た
残
り
の
保

険
料
は
必
ず
納
付
し
て
く
だ
さ
い
。

▽�

一
部
免
除
期
間
の
老
齢
基
礎
年
金
額
は
、

全
額
を
納
め
た
場
合
に
比
べ
減
額
さ
れ
ま

す
。

　

ま
た
、「
納
付
猶
予
」さ
れ
た
期
間
は
、
老

齢
基
礎
年
金
の
年
金
受
給
資
格
期
間
に
含
ま

れ
ま
す
が
、年
金
額
に
は
算
入
さ
れ
ま
せ
ん
。

国
民
年
金
保
険
料
学
生
納
付
特
例　

　
大
学
、短
期
大
学
、大
学
院
、専
門
学
校
、

専
修
学
校
な
ど（
専
門・専
修
学
校
に
つ
い
て

は
、
対
象
校
に
な
ら
な
い
場
合
あ
り
）の
２０

歳
以
上
の
学
生
で
、
本
人
の
申
請
年
度
の
前

年
所
得
が
一
定
額
以
下
の
場
合
、
保
険
料
の

納
付
が
猶
予
さ
れ
る
制
度
で
す
。

▽�

猶
予
期
間
は
老
齢
基
礎
年
金
の
受
給
資
格

期
間
に
含
ま
れ
ま
す
が
、
年
金
額
に
は
算

入
さ
れ
ま
せ
ん
。

▽�

申
請
に
は
、
学
生
証（
コ
ピ
ー
可
）・
年
金

手
帳
を
持
参
し
、「
学
生
納
付
特
例
申
請

書
」に
必
要
事
項
を
記
入
し
て
提
出
し
て

く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
年
度
ご
と
に
申
請
が
必
要
に
な
り

ま
す
の
で
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

　

免
除・
納
付
猶
予
や
学
生
納
付
特
例
を
受

け
た
期
間
中
に
障
が
い
や
死
亡
と
い
っ
た
不

慮
の
事
態
に
な
っ
た
場
合
で
も
、
受
給
資
格

が
あ
れ
ば
、
障
害
基
礎
年
金
や
遺
族
年
金
が

支
給
さ
れ
ま
す
。

　
ま
た
、
免
除
や
猶
予
な
ど
を
受
け
た
期
間

の
保
険
料
は
、
１０
年
以
内
で
あ
れ
ば
さ
か
の

ぼ
っ
て
納
め
る
こ
と
が
で
き
ま
す（
３
年
度

目
以
降
は
、
経
過
期
間
に
応
じ
た
加
算
額
が

上
乗
せ
さ
れ
ま
す
）。

申�・
問
総
合
窓
口
課・年
金
担
当

℡�

０
６
・
６
９
９
２
・
１
５
２
４

問�

守
口
年
金
事
務
所

℡�
０
６
・
６
９
９
２
・
３
０
３
１

と
が
必
要
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
４
月
は
、
社
会
人
と
し
て
ス
タ
ー
ト
す
る

人
や
人
事
異
動
な
ど
で
新
た
な
場
所
で
勤
務

す
る
人
が
お
り
、
人
事
の
配
置
が
大
き
く
変

わ
り
ま
す
。
今
ま
で
築
か
れ
て
き
た
自
主
防

火・
防
災
力
を
落
と
さ
な
い
た
め
に
も
、
左

の
項
目
に
つ
い
て
施
設
の
防
火
防
災
教
育
を

行
い
ま
し
ょ
う
。

▽
火
災
予
防
の
基
礎

▽
作
業
等
の
安
全
管
理

▽
震
災
対
策

▽
各
自
の
役
割
と
責
任

▽
消
防
用
設
備
な
ど
の
取
り
扱
い

　
火
災
を
防
止
す
る
た
め
に
は
消
防
署
だ
け

で
な
く
、
皆
さ
ん
の
協
力
が
必
要
不
可
欠
で

す
。
定
期
的
な
教
育
や
消
防
訓
練
を
実
施
し

ま
し
ょ
う
。

問�

守
口
市
門
真
市
消
防
組
合
消
防
本
部
予
防

課
℡�

０
６
・
６
９
０
６
・
１
３
０
２

狭
い
道
路
や
消
火
栓
付
近
の
駐
車
は

や
め
ま
し
ょ
う

　
狭
い
道
路
や
消
火
栓
付
近
に
車
な
ど
を
駐

車
し
て
い
る
と
、
消
防
車
や
救
急
車
の
走
行

の
妨
げ
に
な
り
、
災
害
現
場
ま
で
の
到
着
が

守
口
市
門
真
市
消
防
組
合
議
会

定
例
会
の
会
議
結
果
に
つ
い
て

　
令
和
２
年
１２
月
２５
日
に
守
口
市
門
真
市
消

防
組
合
議
会
定
例
会
が
開
催
さ
れ
、
監
査
委

員
の
選
任
を
は
じ
め
、
専
決
処
分
の
報
告
、

令
和
元
年
度
歳
入
歳
出
決
算
、
条
例
お
よ
び

工
事
請
負
契
約
の
変
更
が
そ
れ
ぞ
れ
同
意
、

承
認
、
認
定
お
よ
び
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　
議
事
録
は
守
口
市
門
真
市
消
防
組
合
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
守
口
市
門
真
市
消
防
組
合
消
防
本
部

　
総
務
課

℡�

０
６
・
６
９
０
６
・
１
１
２
３

福
祉
医
療
に
つ
い
て

　
４
月
１
日
か
ら
精
神
病
床
へ
の
入
院
が
福

祉
医
療
の
助
成
対
象
と
な
り
ま
す

　

重
度
障
が
い
者
医
療・
ひ
と
り
親
家
庭
医

療・
子
ど
も
医
療
の
医
療
証
を
お
持
ち
の
全

て
の
人
が
精
神
病
床
へ
の
入
院
助
成
対
象
と

な
り
ま
す
。
詳
し
く
は
各
医
療
担
当
課
ま
で

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▽
重
度
障
が
い
者
医
療

問
障
が
い
福
祉
課

℡�

０
６
・
６
９
９
２
・
１
６
３
０

FAX�

０
６
・
６
９
９
１
・
２
４
９
４

▽
ひ
と
り
親
家
庭
医
療
お
よ
び
子
ど
も
医
療

問
子
育
て
支
援
政
策
課

℡�

０
６
・
６
９
９
２
・
１
６
４
７

FAX�

０
６
・
６
９
９
２
・
１
４
０
０

遅
れ
る
場
合
や
、
消
火
栓
の
使
用
に
支
障
が

出
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　
被
害
を
最
小
限
に
抑
え
、
安
心
し
て
暮
ら

せ
る
町
づ
く
り
に
向
け
、
皆
さ
ん
の
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

　
ま
た
、
消
火
栓
の
ふ
た
に
は
黄
色
の
ラ
イ

ン
で
覆
わ
れ
た
長
方
形
の
も
の
や
、
消
防
車

の
デ
ザ
イ
ン
が
描
か
れ
た
丸
形
の
も
の
が
あ

り
ま
す
。

　
皆
さ
ん
が
普
段
通
っ
て
い
る
道
路
の
消
火

栓
を
見
て
み
る
の
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

問
守
口
消
防
署

℡�

０
６
・
６
９
９
３
・
０
１
１
９


